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研究成果の概要（和文）：本研究は、文法モジュールとインターフェイス論の知見に基づき、英語と日本語の習得過程
を実証的に調査し、理論的な分析から効果的な外国語学習方法について提案することを目的とした。研究成果として、
統語では、局所性のため、深刻な母語の転移はなく、習熟度の向上に伴って習得が促進することが確認され、意味解釈
では、母語と外国語のズレが習得上のむずかしさに繋がる点があきらかになった。また、形態意味では、形式が意味よ
り先に習得されることがわかった。したがって、外国語学習では、WH-移動の制約、「自分」と代名詞の用法、過去・
完了形・進行形のアスペクトの概念と意味について明示的な指導が不可欠であると結論付けた。

研究成果の概要（英文）：This study investigated L2 acquisition of English and Japanese from the viewpoint 
of the theory of modularity of Grammar. Japanese-speaking learners of English and English-, Turkish-, and 
Chinese-speaking learners of Japanese participated in various experiments, and the results were analyzed  
based on the Interface Hypothesis with the goal of providing practical suggestions for the development of 
innovative methods for teaching and learning foreign languages.
Our analysis showed that syntactic acquisition can be facilitated as proficiency in the target language im
proves due to locality. However, it was demonstrated that wh-movement, overt and null pronouns, and tense 
and aspectual meanings were difficult for L2 learners to acquire due to L1 transfer at the syntax-semantic
s and morphology-semantics interfaces. Based on these findings, the importance of explicit teaching was em
phasized for the acquisition of long-distance movement, pronouns, and present perfect in the target langua
ges.
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１．研究開始当初の背景 
文法のモジュール性という概念は第二言語

習得研究の分野において新しい視点と展開を
もたらした。その結果、外国語の習得上の誤
りや問題点はモジュール間の繋がり―すなわ
ち、統語→形態音韻、統語→論理形式、統語
→語用・談話―という観点から捉えるべきで
あるというインターフェイス仮説の提案に至
った。 
しかしながら、この２つの理論を枠組みと

した研究は始まったばかりで、特に英語と日
本語の学習者による外国語習得についてはほ
とんど実施なされていなかった。そこで、本
研究では形態・統語・意味・談話のインター
フェイスの領域に考察の焦点を絞り、第二言
語習得研究の調査を進めて行くこととした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、(1)学習者の言語の習得過
程で観察される言語間の相互作用、具体的に
は「母語から外国語へ」の転移(transfer)の
現象について、日本語・英語・中国語・トル
コ語の母語話者で学習外国語が英語と日本
語の被験者を対象に比較横断的な研究を行
い、外国語習得の本質と過程のメカニズムを
解明し、(2)その研究成果を試行教育において
予備的に実践し、その結果に基づき英語教育
及び日本語教育の分野においてより効果的な
学習指導の方法や技術を提案することであ
った。 
 主な研究テーマとして、①長距離 WH-移動、
特に主節動詞 think対 askによるWH句の位
置の選択、②代名詞の運用と解釈、③アスペ
クト（過去・完了・進行）の形態と意味の関
係を取上げ、日英語比較言語理論からの議論
に基づいて実証的な資料を収集・分析して考
察し、外国語習得理論への展開が促進できる
ように計画した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、研究期間中、数種類の実験を
日本、北米、トルコで並行して遂行したため、
実験に参加した被験者グループは以下の 8グ
ループとなった。 
(1)被験者グループ 
①静岡県内の高校 3 校からの高校生 1～2 年
生グループ 
②静岡県内の大学 2校及び神奈川県内の大学
1 校からの大学生（理系・文系）グループ 
③静岡県内の中高校の英語教員グループ 
④トルコの大学で日本語を学習していたト
ルコ語が母語の大学生グループ 
⑤北米の２つの大学で学ぶ英語が母語の大
学生グループ 
⑥北米の２つの大学で日本語を学ぶ英語が
母語の大学生グループ 
⑦北米の２つの大学及び日本で日本語を学
ぶ中国語が母語の大学生グループ 
⑧北米の１つの大学で学ぶ、あるいは教えて
いる、英語がほぼネイティブに近い日本語母

語話者。 
(2)資料 
各実験の趣旨に沿って、3 種類（Yes/No、４
択選択、スケール値測定）の文法性容認度に
関するアンケート調査にて資料収集した。 
(3)分析 
 分析では、各実験の調査目的に沿って、参
加者を学習言語の習熟度別（英語―大学生の
場合、TOEIC もしくは TOEFL、高校生の場合、
英語検定、日本語―履修クラス、学習年数、
あるいは独自の習熟度テスト）に分けて、結
果を統計的に多重比較分析した。 
 
４．研究成果 
 研究成果は、文法モジュールのインターフ
ェイスの観点から以下のようにまとめるこ
とができる。 
(1)統語‐意味の接点 
日本語が母語の英語学習者 
①早期の段階から束縛原理を習得できる。 
②英語の不定詞節の主語の位置に見えない
「無形主語」が存在することを理解できない。 

[主節主語 動詞句 [不定詞 無形主語 to 動詞句] ] 

③日本語母語話者は‘局所性’は理解できる
一方、素性[+wh]の照合位置の習得が極めて
むずかしい。 
④大学生にWh-長距離移動を容認しない動詞
（ask /wonder (1b)）の構造を明示的に指導
したが、学習効果がなかった。例えば、多く
の学習者が次のような2文を区別できない。 

a. Did Ken ask her what Ellen gave him  

at the party? 

b. *What did Cathy ask you your friend wrote? 

英語・中国語・トルコ語が母語の学習者 
⑤照応形‘himself’と「自分」の習得は、母
語に関係なく、長距離束縛が短距離束縛より
むずかしい。 
⑥母語の知識は外国語習得の‘手助け’とし
て機能する。 
(2)統語‐談話 
日本語が母語の英語学習者 
①物語の構築において、人称代名詞の適切な
使用に問題があり、固有名詞を過剰使用する
傾向にある。 
英語が母語の日本語学習者 
②談話の中で代名詞を適切に省略すること
は初級レベルにとってむずかしい。 
(3)形態‐統語-意味 
日本語が母語の英語学習者 
①初級～中級レベルの学習者にとって現在
完了形がむずかしい。例えば、次のようなコ
ンテクストで、aの文を容認する。 
「トモコは有能なプロジェクトリーダーです。締
切りのレポートがあって、昨晩は徹夜しました。
今、やっと終わって、ほっとしているところです。」 

a.*Tomoko is finishing a project report.  
  b. Tomoko has finished a project report.  

②現在完了の代わりに過去形を誤用する間違
いが多く見られる。つまり、現在完了形の形
式（have –en）は習得できているが、その意



味と適切な使用は習得が極めてむずかしい。
例えば、初級レベルの大学生が書いた作文で
は、約40％が現在完了の代わりに誤って過去
形を使用していた。 
③アスペクトの習得には、日本語を介した英
語教育は効果的でない。 
英語・中国語が母語の日本語学習者 
④「～た」は、形式・意味の両面において習
得はむずかしくない。 
⑤「～ている」は、継続相と完了相を区別し
て運用・解釈するのが初級～中級レベルにと
ってむずかしい。 
⑥効果的な学習方策は検討を要する。 
 以上、明示的な指導の効果が見られたのは
文レベルの代名詞の解釈と用法で、長距離WH-
移動については段階的な指導が重要であるこ
とがわかった。また、談話レベルの人称代名
詞の用法や現在完了形の用法は場面ごとに、
また意図する意味解釈ごとに異なるため、明
示的な指導は限定的になってしまった。明示
的な指導の下、どのように学習を進めて行け
ばよいのかは今後の課題である。特に、概念
や意味の習得が日英語の齟齬によって負の影
響を受けているという結果から、日本語に置
換えた指導（和文英訳・英文和訳）は適切な
ものではないことを再確認する必要がある。 
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